


交換の時期と廃棄方法

警報器本体の寿命は？？�　

警報器が鳴った時は！！

大声で周りに火災を知らせ、 119 番通報しましょう。

可能な範囲で消火を行ってください。

消火が難しい場合は、 速やかに避難してください。

火災以外の湯気や煙などを感知して警報が鳴ったときは、 警報音停止のボタン

を押す、 ひもが付いていればひもを引きます。 もしくは、 室内の換気をすると

警報音は止まり、 通常の状態に戻ります。

なお、 「電池切れ」 の場合も音が鳴りますので、 取扱説明書を確認してください。

※警報器の交換時期を忘れないように書いておきましょう。

交換予定　　年　　月

住宅用火災警報器は、 古くなると電子部品の寿命や電池切れなどで、 火災を�　 

感知しなくなることがあります。 一般社団法人日本火災報知機工業会では、�    

１０年を目安に交換することをおすすめしています。��     

古い警報器本体の廃棄方法は？？� 

廃棄する場合は、 お住まいの地域のルールに従って適正に廃棄してください。�　  

※堺市の場合は、 粗大ごみ受付センターに電話もしくはインターネットから申し込みして

  ください。

住宅防火対策相談窓口まで！
住宅用火災警報器に関するお問い合わせは、

火災のとき

火災でないとき
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